
13:00～13:20 開会 ・ 挨拶 ・ 環境省エコハウス事業の説明

13:20～14:00 基調講演 「３つのエコハウスから見えるもの」
澤地 孝男 氏（独立行政法人建築研究所 環境研究グループ長）

14:00～14:45 エコハウスの取組報告
石川県、飯田市、高山市

14:45～15:00 休 憩

15:00～16:30 パネルディスカッション 「地域に根ざしたエコハウス」

パネリスト：

コーディネーター：

澤地 孝男 氏
垂水 弘夫 氏
辻 充孝 氏
青海 万里子氏
井口 直巳 氏

独立行政法人建築研究所 環境研究グループ長
金沢工業大学環境・建築学部 教授
岐阜県立森林文化アカデミー 講師
ＮＰＯ金沢エコライフくらぶ 代表
建築家・(社)日本建築家協会環境行動ラボ副代表

見学会

セミナー

日 時：平成２３年２月５日（土）
１３：００ ～ １６：３０（１２：３０開場）

場 所：石川県地場産業振興センター
新館５階 第１２研修室

定 員：１００名（参加無料）

主催：環境省中部地方環境事務所・石川県・(社)日本建築家協会環境行動ラボ
後援：飯田市・高山市（予定）

北陸・中部エコハウスセミナー／見学会
～地域の気候風土や伝統を活かしたエコハウスの普及と検証～

石川県エコハウス
（いしかわエコハウス）

高山市エコハウス
（飛騨高山 森のエコハウス）

石川県金沢市鞍月２丁目１産業振興ゾーン内 場所 岐阜県高山市西之一色３丁目８２０－１

平成２３年２月５日（土）
第１回：１０：３０～１１：３０
第２回：１１：００～１２：００

日時
平成２３年２月６日（日）
１３：３０～ １５：３０

各回 ３０名
（参加無料）

定員
３０名

（参加無料）

石川の四季に応じた自然エネルギーの優先活用、伝統
的な暮らしの知恵や最新の省エネ技術の活用により、暮
らしの快適性を確保しつつ、既存住宅に比べ、太陽光発
電などの創エネ分を加えて９５％のエネルギーを削減可
能としています。

施設

の概要

豊かな森林資源と飛騨匠の技術を活かした地産地消
型エコハウスで、飛騨の景観になじむ伝統的な外観と、
内部の大きな吹き抜けが特徴です。

ペレットストーブによる床下蓄熱暖房、ペレットボイラー
給湯、地熱利用融雪等を試みています。

《プログラム》



セミナー会場 見学会会場 見学会会場

石川県地場産業振興センター
（石川県金沢市鞍月2丁目1）

石川県エコハウス（いしかわエコハウス）
（石川県金沢市鞍月2丁目1 産業振興ｿﾞｰﾝ内）

高山市エコハウス（飛騨高山 森のエコハウス）
（岐阜県高山市西之一色3丁目820-1）

※お申し込みいただいた個人情報は、厳重に管理・保管し、本セミナー・見学会以外には使用いたしません。

■問い合せ先 ： 環境省 中部地方環境事務所 総務課 （担当：細川）
TEL：０５２－９５５－２１３０ FAX：０５２－９５１－８８８９ e-mail：reo-chubu@env.go.jp

○参加には事前の申込みが必要となります。FAXまたは電子メールでお申し込み下さい。

○FAXの方は、下記参加申込書に必要事項を記入の上、チラシを切らずに ＦＡＸ（０５２－９５１－８８８９）に送付して下さい。

○電子メールの方は、件名欄に「エコハウスセミナー参加希望」と明記し、本文には下記申込用紙の記載事項をもれなく記入の上、

e-mail（reo-chubu@env.go.jp）に送付して下さい。

○申し込みは先着順に受け付けます。定員に達し次第、期限前に受付を締め切ることがありますので、あらかじめ御了承下さい。

（ふりがな）

氏 名
連絡先

ＴＥＬ ：

ＦＡＸ ：

E-mail：

住 所

参加希望

参加を希望する
右の欄に○印を
つけて下さい。

セミナー (石川県地場産業振興センター) 平成23年2月5日（土） 13:00～16:30

見学会

石川県エコハウス
（いしかわエコハウス）

（第１回） 平成23年2月5日（土） 10:30～11:30

（第２回） 平成23年2月5日（土） 11:00～12:00

高山市エコハウス
（飛騨高山 森のエコハウス）

平成23年2月6日（日） 13:30～15:30

北陸・中部エコハウスセミナー／見学会 申込用紙（FAX：052-951-8889)

セミナー出演者紹介

会場案内図

申込方法 締め切り：平成23年1月28日（金）必着

■交通のごあんない
○バスを利用する
北鉄バス 金沢駅西口・香林坊他発
「工業試験場行」または
「消費生活支援センター行」バス乗車
「工業試験場」にて下車
○タクシーを利用する
金沢駅西口より約10分

いしかわエコハウス

■交通のごあんない
○車を利用する 飛騨清見ＩＣより約３０分
○バスを利用する
濃飛バス 高山駅前 高山濃飛バスセンター発
高山市内線バス乗車 「飛騨の里」下車 徒歩３分

※エコハウスを見学する方は、
それぞれの開始時間までに
エコハウスの入口に集合して
下さい。

さわ ち たか お

澤地 孝男氏
たる み ひろ お

垂水 弘夫 氏
つじ みつたか

辻 充孝 氏

あお み ま り こ

青海 万里子 氏

い ぐち なお み

井口 直巳 氏

（独)建築研究所
環境研究グループ長

金沢工業大学
環境・建築学部 教授

岐阜県立森林文化
アカデミー 講師

NPO金沢エコライフくらぶ
代表

(社)日本建築家協会
環境行動ラボ副代表

1985年東京大学大学院博士課
程修了。1990年元建設省建築研
究所入所。

地域性と外皮の断熱気密計画の
関連性に関する研究、自立循環
型住宅に関する一連の実証実験
及び設計ガイドラインの開発、換
気及び通風計画手法に関する研
究、住宅及び業務建築のための
省エネルギー基準の検討等に携
わる。

1983年東京工業大学大学院建
築学専攻博士課程修了。1997年
より現職。

建築環境工学、建築設備を専門
とし、最近の論文としてヒート＆
クールチューブ住宅の地中熱利
用効果に関する調査研究、日本
建築学会環境系論文集など。石
川県いしかわ流エコリビング研
究会座長、石川県エコハウス推
進地域協議会会長を務める。

大阪芸術大学建築学科卒業後、
Ms建築設計事務所を経て現職。
木造建築の設計、性能評価の講
座を受け持つ。共著に「木の家リ
フォームを勉強する本」。2009年
第五回木の建築大賞、2010年地
域住宅計画賞を受賞。一級建築
士。

環境省環境カウンセラー（市民
部門）、３Ｒ推進マイスター。

造形教室を主宰し工作を通した
環境学習を指導。金沢エコライフ
くらぶ代表として環境学習プログ
ラムの作成・運営・コーディネート
を務める。

1953年東京生まれ。1984年井口
直巳建築設計事務所を設立。

オマーン首都再開発コンペ最優
秀。主な作品に、恩田ヴィラ那須
（栃木県マロニエ建築賞）、山梨
のCD小屋（JIA環境建築賞）、溝
口病院増改築など。

飛騨高山 森のエコハウス
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